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2013（平成 25 年）2 月 12 日（火）
会　場　　東金文化会館小ホール

国際ロータリー第 2790 地区　第 6 分区
ホスト　東金ロータリークラブ

　　　　　　　 ガバナー補佐　小 林 信 雄

国際ロ
ータリー 第2790地区

2013  INTERCITY MEETING
インターシティー・ミーティング

報 告 書

奉仕を通じて平和を

　2013 IM テーマ　「誼（よしみ）での奉仕を」　
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国際ロータリー第 2790 地区　第６分区

2013
INTERCITY  MEETING

RI 会長　田中作次

2013 年（平成 25 年）2 月 12 日（火）
東 金 文 化 会 館 　 小 ホ ー ル

 13:30 登　　録　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

★ 開　会　式 ★　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会進行　　秋　葉　芳　秀
 14:00 点　　鐘　……………………………　ガバナー補佐　　小　林　信　雄
 国歌斉唱　………………………………………………………………………
　　　 ロータリーソング「奉仕の理想」……………………………………………
　　　 開会のことば　……………………　ＩＭ実行委員長　　並　木　孝　治
　　　 歓迎のことば　………………………　東金ＲＣ会長　　鈴　木　康　道
　　　 物故会員に黙祷　……………………………（本年度分区内物故者なし）
　　　 来会者紹介　…………………………　ガバナー補佐　　小　林　信　雄
　　　 来賓あいさつ　　……………………　　　東金市長　　志　賀　直　温
　　　 ガバナー補佐あいさつ　……………　ガバナー補佐　　小　林　信　雄

★ フォーラム ★
 14:30 フォーラム
　　　 基調講演　…………………………………　リーダー　　杉　木　禧　夫　　　　

　　　 現況報告　…………………………………　　　　各クラブ会長エレクト

★ 閉　会　式 ★
 16:10	 直前ガバナー補佐へ感謝状贈呈　…　ガバナー補佐　　小　林　信　雄

	 直前ガバナー補佐あいさつ　……………　茂原ＲＣ　　寺　田　憲　司
　　　	次期ガバナー補佐紹介　……………　ガバナー補佐　　小　林　信　雄
　　　	次期ガバナー補佐あいさつ　……………　大原ＲＣ　　土　屋　利　夫
　　　	　　　　次期会長幹事紹介
	 次期ホストクラブあいさつ　…　大原ＲＣ次期会長　　浅　野　和　夫
　　　	閉会のことば　…………………………　実行委員長　　並　木　孝　治
 16:30 点　　鐘　……………………………　ガバナー補佐　　小　林　信　雄

★ 懇　親　会 ★
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会進行　　吹　野　友　雄
 16:45 開会のことば　……………　東金ＲＣ会長エレクト　　岡　本　秀　男
　　 ごあいさつ　…………………………　ガバナー補佐　　小　林　信　雄
　　　 乾　　杯　………………………　次期ガバナー補佐　　土　屋　利　夫
 18:20 閉会のことば　…………………………東金ＲＣ幹事　　高　橋　邦　夫

日 　 　 程

「誼（よしみ）での奉仕を」

（敬称略）
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国際ロータリー第 2790 地区ガバナー
　	 	 　　　得居　　仁　Hitoshi	Tokui

1944 年（昭和 19年）9月生まれ。松戸東ロータリー・クラブ所属。
職業分類	 弁護士（得居法律事務所）
1988 年　入会。2005 年～ 2006 年　松戸東ＲＣ会長。
2010 年～ 2011 年　第 12分区ガバナー補佐。2012 年７月～　ガバナー。
認証	 　べネファクター、マルチプルポールハリスフェロー、米山功労者

国際ロータリー第 2790 地区第 6分区ガバナー補佐
　	 	 　　　小林　信雄　Nobuo	Kobayashi

1934 年（昭和 9年）6月生まれ。東金ロータリー・クラブ所属。
職業分類	 大学（拓殖大学名誉教授）
2003 年入会。2010 年～ 2011 年東金ＲＣ会長。
2012 年７月～　第 6分区ガバナー補佐。
認証	 　べネファクター、ポールハリスフェロー、米山功労者

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

主 　 　 催

国際ロータリー第 2790 地区パストガバナー
　	 	 　　　杉木　禧夫　Yoshio	Sugiki

1937 年（昭和 12年）6月生まれ。茂原ロータリー・クラブ所属
職業分類　農業機械販売　　　杉木鉄工（株）　　　　　　　取締役会長
　　　　　　　　　　　　　　（株）セン・エンタープライズ取締役会長
　　　　　　　　　　　　　　（株）セン・ビルディング　　取締役会長
1978 年 7月入会。1995 年～ 96年　茂原ＲＣ会長。
2002 年～ 03年　第 6分区ガバナー補佐。2004 年～ 05年　ガバナー。
認証	 　べネファクター、マルチプルポールハリスフェロー、米山功労者

リ ー ダ ー
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第 1 部　【開会式】14：00
司会　秋葉芳秀（東金ＲＣ）
　皆さま、本日は第６分区のＩＭのために、お寒い中を東金までようこそお出で
くださいました。
　今日２月１２日は、司馬遼太郎の命日です。彼は菜の花を愛していましたので、
菜の花忌と呼ばれているそうです。東金も寒く、なかなか菜の花の咲く時期には
なりませんが、近いうちに第６分区全体が菜の花だらけになるだろうと思います。
厳しい寒さももう暫らくの辛抱です。
　それではプログラムの１ページをご覧ください。本日の予定が全て載っております。どうぞよろしくお
願いいたします。私は司会進行を努めます秋葉でございます。最後までお付き合いくださいますようお願
いいたします。それでは点鐘です。

点鐘
ガバナー補佐　小林信雄（東金ＲＣ）

国歌斉唱

ロータリーソング斉唱（奉仕の理想）

開会のことば
ＩＭ実行委員長　並木孝治（東金ＲＣ）
　皆さまこんにちは。本日はお寒い中、横芝から大原・大多喜まで９クラ
ブの皆様にお越しいただきまして、ありがとうございます。本日のインター
シティー・ミーティングを開催するにあたり、諸事万端準備をして参った
つもりですが、至らぬところが多々あると思います、ロータリーの友情に
免じてお赦しいただきたいと思います。それでは、ただいまより第 2790
地区第６分区インターシティー・ミーティングを開催いたします。

　2013　INTERCITY  MEETING

　 　 　 記 録 　 （敬称略）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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歓迎のことば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東金ＲＣ会長　鈴木康道
　一言ご挨拶申し上げます。つい最近でのことでございますが、ものの表現の仕方で雰囲気が和むという
例に出くわしました。この場に立って見るとその時の情景がつぶ
さに浮かびます。１０日程前、当文化会館の大ホールで 1260
席のうち 500 名程の入場で、ある高名な方のお話がございまし
た。ご本人がここへ立ち空席を見て、「私はこれを空席とは言い
ません、これは余裕という表現で対応しております。」と申され
ておりました。今日もだいぶ余裕がございますね。それでは本論
に入ります。

　歓迎のことばを申し上げます。本当にお寒い中、東金の地まで遠
路お集まりいただきまして、国際ロータリー第 2790 地区第 6 分
区の IM を開催できますことを感謝申し上げます。
　今日は東金市民６万人を代表して志賀直温市長がお見えになって
おります。後ほどご挨拶をいただきます。今回の IM のテーマは「誼
（よしみ）での奉仕を」で、パストガバナー杉木さまより後ほど懇
切丁寧にお話をいただけることになっております。杉木様よろしく
お願い申し上げます。

　ここでちょっと東金のＰＲをしたいのですが、東金の地へ徳川家康公がお見えになって、今年が 400
年目だそうです。その 400 年目を記念いたしまして、まちおこしとして商工会議所とロータリークラブ
と東金市とあらゆる団体が一緒になって、11 月後半に、市民総ぐるみで産業祭の時期に合わせ大きな花
火を打ち上げますので、皆さまにご案内申し上げます。400 年に一度の大祭でございますので、ご期待
をお願いいたします。
　本日の IM が皆さまのご協力によって実り多いものとなることを確信しております。最後までごゆっく
りと、また楽しくお過ごしいただけましたら、ありがたいと思います。本日はよろしくお願い申し上げます。

来会者紹介　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ガバナー補佐　小林信雄（東金ＲＣ）
　
　東金市長志賀直温様、
　パストガバナー杉木禧夫様、
　パストガバナー大矢惣一郎様
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来賓あいさつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東金市長　志賀直
なおはる

温様
　皆さんこんにちは、東金市長の志賀でございます。本日は国際ロータリー
第 2790 地区第 6 分区のインターシティー・ミーティングで、東金市に多
くのロータリアンの皆さまにお越しいただいて開催されますことは、本当に
喜ばしいことでございます。また地元市長として心から皆さま方を歓迎申し
上げる次第でございます。皆さま方におかれましては、明るく住みよい活力
ある地域社会づくりに向けて、地域に根差された社会奉仕活動をはじめ様々
な活動を積極的にされて、地域における住民福祉の向上に多大なる貢献いた
だいておるところでございまして、深く敬意と感謝の意を表するところでございます。
　今日「無縁社会」ということばが使われておりますが、人間関係が希薄化いたしまして、地域の繋がり、
あるいは活力の低下、こういった事がたいへん多くの問題となっている時代でございます。また、一昨年
の東日本大震災を受けて以後、大きく「絆」ということばの重要性が言われるようになってきました。こ
れもまた、一つの時代背景の中での、一つの変化なのかなと思っております。そして思いやりの心、人と
人との触れ合い、支え合い。そういったものが今後ますます重要になってくる時代に入ったのだと思いま
す。この地域には絆や、人の思いやりですとかそういったものが、まだまだ多く残されているところでご
ざいます。
　皆さま方がさまざまな形で展開されております社会奉仕活動については、素晴らしい地域社会を支える
大きな柱となるものだと認識しております。どうか、今後とも皆さま方には地域社会の発展のために引続
いてお力添えをお願い申し上げるとともに、私ども行政に対しましてもさらなるご支援とご指導、ご鞭撻
を心からお願い申し上げたいと思っております。
　先ほども、鈴木様から家康のお話がありました。実は徳川家康は 1613 年（旧暦）の暮れから 1614
年正月にかけて、約 4 週間といわれておりますが、一夜街道と言われる御成街道を船橋の大神宮から東金
の八鶴湖まで造りました。実は、八鶴湖も雄蛇ヶ池も同じ 1614 年に家康が島田伊伯に命じて造らせた、
あるいは御成街道については、当時の佐倉藩主土井利勝が造らせたと言われております。それからまさに
来年が 400 年ですが、今年の秋からプレイベントということで、全域を挙げてこういった 400 年祭を
おこなっていただける状況となっております。当時江戸から東金まで一直線、そのうえ翌年には東金から
蓮沼まで御成新道（現・砂押県道）が造られました。江戸から九十九里町まで真直ぐな街道ができたのです。
実は御成街道は、ご承知のとおり幾つかございます。江戸では上野寛永寺と芝増上寺を御成街道と呼んで
いますが、家康が直接造らせたのは東金の御成街道一つだけだと思っております。その後のいろいろな文
化のパイプであり、あるいは人と物の流れであり、この地域に大きなインパクトを与えた出来事が 400
年前にあったのだと思っております。
　司会の方から司馬遼太郎のお話がありましたが、司馬遼太郎が書いております小説「胡蝶の夢」に出て
くる関 寛斎が東金の生まれでありまして、お医者さんでございますが、佐倉順天堂で学び銚子で開業し、
再び長崎で勉強した後、70 歳を過ぎて北海道に入植し一つの町をつくりました。1912 年 10 月 15
日が命日だったのですが没後 100 年祭で関 寛斎がつくった陸別へ行って参りました。そういう偉人も
100 年前に出ており、上

か ず さ

総道学の流れの中で、いろいろな意味でこの地域が「勉強するには江戸を向い
て社会を見よう」との流れだったと思います。私はそういう風情もいまだに残っていると思っておりまし
て、ぜひロータリアンの皆さまにも、そういったことも踏まえながら、今後のこの地域の発展に向けて引
き続いて皆さまのお力添えを賜りますことをお願い申し上げますとともに、併せてそれぞれのロータリー
クラブの充実発展を念じまして地元市長としてのご挨拶とさせていただきます。
　本日は誠におめでとうございます。
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ガバナー補佐あいさつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ガバナー補佐　小林信雄（東金）
　皆さまこんにちは、国際ロータリー　インターシティー・ミーティングの
開催にあたりまして、ごあいさつ申し上げます。本日は東金市長志賀直温様、
パストガバナー大矢惣一郎様、パストガバナー杉木禧夫様をお迎えいたしま
して、ここに国際ロータリー第 2790 地区第 6 分区インターシティー・ミー
ティング、略称 IM ＝都市連合会ということでございますが、東金ロータリー
クラブをホストとして開催するはこびとなりました。この都市連合会は、近
隣都市の奉仕活動を希求するロータリアンが親善、情報教育、意見交換の機
会として活用するために実施されるものでございます。今回は当地において、

テーマを「誼（よしみ）での奉仕を」といたしまして、分区内各クラブ員総数 239 名が相集い、情報お
よび教育の手段として奉仕のための一般的性格や計画について研究・討議する会議であります。
　通常は普通年度後半または夜に開催されるものでございます。儀礼的時間を含めて約 5 時間を推奨さ
れているところでございます。また、この機会においての決議発声ならびに会員を拘束するための決議等
はございません。そして申し上げましたように、「誼（よしみ）での奉仕を」というテーマは、ノスタルジー
を含んだ親しい付き合いと、奉仕活動をすることを意味するものでございます。これについては後刻研修
リーダーをお務めになられる杉木禧夫パストガバナーから講話がございますので、どうぞお聴きとめいた
だきたいと思います。指導育成のために責務を理解し経験豊かなロータリアンが、当分区内におられると
いうことは、「奉仕を通じて平和を」をテーマとする本年度 RI テーマから見ても、我々の限りない喜びで
ございます。必ずや 6 分区内あるいは地区全体にロータリアン、ロータリーの理解者が多数育つことだ
と思います。
　さて、我が国における現下の課題は山積しております。アベノミクスと称するデフレ脱却のための国家
の政策は雇用問題、教育問題、インフラ、外交ならびに国民の国家認識と直接対峙するところでございま
す。国民の生活環境を考えてみますと、物価の上昇は必至でございます。そのような状況がひしひしと迫っ
ております。我々の所得の向上は、職業奉仕という観点からみましても、これはタイムリーな課題ではな
いかということに思い及びます。自分自身の５本の指を折り曲げまして、握った拳を拡げる生活資産の金
額は、およそどれ位なのでございましょうか。そういう数字もおいおい調査機関等から発表があろうかと
思いますが、平均賃金の１％あるいは２％、３，０９０円から６，１８０円程度の中から今年度は決定され
る方向にあるのではないか。定期昇給等をみますと去年は１．７％位なので、このあたりはどうなるかは
分かりません。
　我々ロータリーには、「移ろい行きし星霜、世相と共に在る」かつて一業種一名の原則がございました。
ロータリアンフェローは、その職業人の集まりでここに清純で温かな心で社会に奉仕の手を差し伸べると
いうことでございます。
　ロータリーは政治団体ではございません。あるいは宗教団体でもなく、また単なるボランティア団体で
もございません。純粋に自分たちの奉仕団体なのでございます。茶碗を持って飯を食べる作法、杯を持っ
て酒を呑む作法、これには別々の作法がございます。ロータリーには職業奉仕という造語がございます。
これが基本的なロータリー活動の中心になります。
　再度申し上げます。ロータリーのフェローシップには、その由縁によって奉仕の心、親睦の心からの優
しさ、高潔性の将来・未来、そして多様性の想像力、リーダーシップの辿りゆく活力等がございます。本
日はインターシティー・ミーティングにお越しいただきまして、特に親睦の情を深めていただき、お互い
その人に近いところの傍らに佇むところから出発していただきたいと思います。あいさつを終わります。
　ありがとうございました。
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司会　秋葉芳秀（東金）
　ありがとうございました。以上をもちまして開会式を閉じます。次はフォーラムです。壇上の方は、降
壇願います。プロフィールはプログラムにございますので省略いたします。それではパストガバナー杉木
禧夫様、基調講演をよろしくお願いいたします。

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

第 2 部　【フォーラム】14：25
基調講演　リーダー　　杉木禧夫パストガバナー（茂原ＲＣ）

　　　基調講演

　　　　　講　師：リーダー　杉
す ぎ き よ し お

木禧夫　様

　　　　　テーマ：「誼（よしみ）での奉仕を」

　本日の IM のテーマ「誼（よしみ）での奉仕を」この真意についてガバナー補佐の小林様からは、お聞
きしておりませんが、私なりに考えたことを述べてみたく存じます。
　誼みとは、広辞苑によりますと、親しい交わり、近しい間柄を意味するものとあります。近頃の世相か
ら感じますことは、世代を問わず人と人との関係がとみに希薄となっており、自己中心が強く、社会の不
安定要素の一因にもなっているように思われます。このような社会背景から、本日のIMという機会を捉え、
人と人との関係について考えてみようとの試みがあるのかと存じます。
　誼みの印象は、大袈裟にいえば、やや郷愁、ノスタルジアを感じさせ、日本人が古くより持っていた情
緒、人情を思い出させ、昨今の世情を考えたとき、今一度この誼みが意味するところを皆さまとご一緒に
考えてみようとの意図を感じたのでございます。
　古来より多くの外国の方々が述べている日本観、日本人像は、道徳、礼節を重んじる民族、そして祖先
崇拝、武士道などの精神文化を旺盛に持っていると称えております。しかし、明治以降、西欧の精神的に
は個人独立、自由の理念が入ってきた結果、日本が培ってきた他者への思いやり、優しさ等が、やや変化
して参りました。特に第二次世界大戦後は、日本はアメリカ文化に強く影響支配され、日本文化は急激に
変質し、崩壊したといっても過言ではないかと存じます。
　第二次世界大戦後の日本教育は、マッカーサー元帥率いる GHQ の指導のもと、「教科書検閲の基準」
では「国家」「国民」「我が国」の言葉の禁止、天皇に関する言葉の禁止、国歌や祝祭日唱歌を教科書から
削除等がございました。また、「教育基本法」が公布され、個人の権利が強調され、日本人が古くから持っ
ていた「忠孝」「公徳心」等が否定され、新たに「国民の平等」が強調されました。
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　当然ながら、国や家族の概念がありませんので、郷土を愛する心とか家族の絆も育ちません。昨今の家
族崩壊や自己を抑制する心の欠如もこのあたりに原因があるのかと存じます。子どもや若者に影響を与え
る、家庭、学校の教育の充実こそが私は急務であると考えます。幼年期の躾、学校を始め社会人の公徳心
を授ける集団生活、倫理、道徳心の構築、これらを通じ家族愛、郷土愛を育む教育が必要であると考えま
す。そして日本人が古くから培っていた精神文化等を構築いたしたならば、本日のテーマ「誼（よしみ）」
の気持ちを共に育むことができ、結果は奉仕につながる活動に発展いたし、まさにロータリーの目指す「世
界理解と平和」が期待されるのでないでしょうか。
　ところで、国際協議会に参りますと、会場の入り口に、

 　　Enter to Learn　Go Forth to Serve　（入りて学び　出でて奉仕せよ）
とロータリーのモットーが目に入ります。これは、ロータリーの例会、または会合に参加するときの心構
えで、ロータリアンとして心を磨き、その後は奉仕の心を実践に移すとの意味でございます。
　ロータリーの会員構成は、歴史的に考えると一業種一人の実業人または専門職業人の集まりで、一団の
間には友愛と親睦と相互扶助が混然一体となったエッセンスともいうべきものが見られた、と云われます。
最近の RI の考え方は、この一業種一人がやや緩和変質され憂慮するところですが、この点につきましては、
各クラブの自治に委ねたく存じます。
　ところで、各ロータリアンの日常における経済活動は、当然ながら友愛、友情とは程遠い葛藤で、疲れ
た心身を、ロータリーの仲間との友情あふれる交流、親睦は誠に得難く癒されるものであります。その報
恩感謝のお裾分けの気持ちが奉仕活動を誘発し、今日のロータリーの奉仕の源流になったものと私は考え
ております。この様なことからも、ロータリークラブは奉仕団体ではなく、奉仕を考え行動する個々人の
集合体であるといわれる由縁がこの点にあるのかと思うのです。このような考え方からも、各々ロータリー
クラブはクラブライフの充実を図ることが肝要なことであると存じます。
　まさにロータリーは、人間向上、形成の場でございます。本日の他クラブの方々との交流、交友は誠に
得がたい機会であり、自らのためにも意義あるものと存じます。このように他者に奉仕を為すということ
は、ロータリーで「奉仕の概念」「超我の奉仕」と表現いたしている通り、その意味するところは自他の
調和を図ることを求めており、自らの心こそがその源泉であると存じます。
　RI の奉仕活動に対する要請について、私どもロータリアンとしてはその必然性に賛同し、参加協力を
行い、そのことは、ロータリークラブに属する会員としては、当然の責務かと存じます。
　しかし、本日のテーマ「誼（よしみ）での奉仕を」は、RI 主導だけではない奉仕についても時には考
えてみようではないかとの思いを、このテーマは投げかけているように私は感じたのですが、皆さまいか
がでしょうか。
　テーマの意味するところは、平素より誼みを通じている、あるいは誼みを感じている人たち、時にはク
ラブ同士で、奉仕についてニーズを分析し、必要とあらば実行する。このことが結果として関係の方々の
思いの丈が満ちた奉仕活動となり、地域社会に草の根運動として根付くものとなるかと存じます。
　本日の「誼（よしみ）での奉仕を」このテーマの意図するところは、私どもロータリアンあるいはロー
タリークラブの奉仕の視点について、地域社会に根差した奉仕活動こそが最重要なことではないかと問い
かけているように私には思われるのですが、皆さまはいかがでしょうか。
　安倍政権も発足以来やや経済は明るさを期待されますが、我々ロータリアンは、本年の国際ロータリー
田中作次会長のテーマ「奉仕を通じて平和を」そして本日の IM テーマ「誼（よしみ）での奉仕を」を心
にいたし、社会の一隅を照らすべく一層の努力をしようではありませんか。
　皆さまの益々のご活躍をご祈念申し上げ、終わらせていただきます。
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現況報告　15:00

報告１．　　　　　　　　　　　　　　茂原ロータリークラブ　次期会長　山内みどり　様
　皆さんこんにちは、茂原ロータリークラブ山内でございます。私はロータ
リークラブに入会しまして今年で 17 年目になります。IM にはほぼ毎年出席
をさせていただいております。何事も参加することに意義ありということで、
ロータリーの行事に極力出席をさせていただいております。参加することに
より、何か一つでも発見や喜び、驚きがあればいいなと思っております。し
かし、ロータリーに関しては不勉強で、あまり知識がございません。
　本日の IM は、小林ガバナー補佐のご指名によりまして、各クラブの会長
エレクトが発表とされておりまして、次年度会長になるにあたり少し勉強を、ということかと思います。
テーマは「誼（よしみ）での奉仕を」とのことですが、あまりにも解釈が難しいので、私は職業奉仕につ
いてお話をさせていただきます。
　今年度得居ガバナーは、田中 RI 会長の 3 つの要望事項を受け、綱領の推進を図る中で「ロータリーの
目的は有益な事業の基礎として、奉仕の理想を鼓吹し、これを育成し、…」云々と宣言しております。要
約いたしますと「ロータリーの目的は、職業奉仕の推進にある」ということになるかと思います。ロータリー
の根幹であります職業奉仕ですが、「自分の職業を律し、道徳的水準と品位を高めることに努めるとともに、
業務を通じて職場や地域社会に貢献」とされております。経済状況の不安定や、価格破壊がますます激化
している今、ややもするとたくさんの情報に流されて自分を見失いそうになりますが、ロータリアンとし
ての誇りを持ち、常に４つのテストに照らし経営姿勢を正すとともに、コンプライアンスの遵守を心がけ
ていかなければならないと思っております。
　話は変わりますが、茂原 RC は地区において出前教室発祥クラブでございます。2001 年より開始い
たしまして今年で 11 年目となります。ここ数年各地でインターンシップ制度が活発におこなわれており
ますが、この事業は市内の各中学校を対象に将来の職業選択肢の一つといたしまして、また併せて我々ロー
タリアンが地域社会に少しでも貢献できればと行われております。内容は年に一度市内の中学校 1 校を
順番に訪問いたしまして中学 1 年～ 2 年生を対象に行われます。昨年 11 月に開催した教室は 8 講座、
8 会員と職場の協力を得て行われました。生徒はもとより先生や保護者の方々にも大変好評でございまし
て、各中学校から毎年行って欲しいとの要望があります。今年度のガバナーの要望事項に、ロータリーの
公共イメージと認知度の向上がありました。ロータリーの広報には保護者の参加が効果的かもしれません。
茂原 RC では、この出前教室を職業奉仕委員会が担当しておりますが、ロータリーの趣旨からいたします
と社会奉仕になるかと思います。いずれにいたしましても職業を通し社会貢献することに変わりはありま
せん。ささやかでも地域社会のニーズを汲み取り、出来ることから実践することに意義があると思ってお
ります。
　終わりに、ロータリーは一つの人生哲学と言われております。私も後継者にバトンタッチするまで、あ
と数年は、ロータリアンとして自己研鑚をして参りたいと思います。ご清聴ありがとうございました。

報告２．　　　　　　　　　　　　　　　大原ロータリークラブ　次期会長　浅野和雄　様
　大原ロータリークラブの浅野でございます。私の入会は 1979 年でありまして、その時は 62 名のメ
ンバーで、それは活気に溢れておりました。例会も楽しいプログラムがあり、姉妹クラブの長野県大町ロー
タリークラブへ一泊旅行をしたり、私も長期交換留学生を 2 名 2 回程預かり、とても充実したクラブで
した。
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　入会した翌年、大矢パストガバナーが会長の時、創立 20 周年がありまして、
1992 年創立 30 周年の際に私は会長職を受けまして、環境保全運動、ロータ
リー財団に１人１万円の寄付に取り組んだ思い出がございます。
　バブル経済がはじけて、失われた２０年の間に会員はどんどん減少しまして、
昨年の 50 周年記念にはメンバーは僅か 15 名で祝いました。本年 2013 年は
自民党がカムバックしまして株価も上がり、円相場も 1$=70 円台～ 90 円台
にじわじわと下がってきました。おかげ様で私どもにも優秀なメンバーが 2 名
入り、次年度までには 20 名以上にするつもりでございます。
　私も３回目の会長ですので、親睦を中心に楽しい雰囲気作りに重点を置き、後の人たちに受け継ぐよう
に努力して参ります。よろしくお願いいたします。ありがとうございました。

報告３．　　大多喜ロータリークラブ　次期会長森秀夫様代理・次期幹事　諏訪　武志　様
　皆さんこんにちは、またかと自分でも思っていますが、実は次年度会長も３
回目ですが、今朝方急な仕事とのことで電話をいただきまして、本人曰く原稿
はあるそうですが、私の手元には届いておりません。ここでは私がお話をしま
すので、ご了承いただきたいと思います。
　皆さまのお手元にインターシティー・ミーティングの資料があるかと思いま
すが、大多喜ロータリークラブのページを見ていただきますと、8 名でござい
ます。私が入会しましたのは 1999 年で 14 年程前でございます。当時は確
か 20 名強、最高で 28 名程いたかと思います。14 年の間に無駄な口ばかり
肥えまして、体重も肥えましたが、人数だけはどんどん細って行きました。
　今年ちょっと面白い話を聞いた記憶がございます。地区全体も人数が減ってきており、クラブ毎の増強
にもいろいろと困難がある。ならば、自分のところのクラブと言わず、知っているクラブには紹介をして、
お互いに増強し合おうといった話があったやに記憶してございます。なんて良い話なんだろうと思いまし
たが、一向に増強は進んでおりません。
　そこで、本日これだけ多くの方がお見えでございます。この哀れで可哀相な大多喜ロータリークラブに
皆さまの知人・友人・兄弟・両親のどなたか、大多喜あるいは周辺にお住まいの方がいらっしゃいました
ら、メーキャップに連れて来ていただき一緒にクルージングいたしましょう、という方法をご提案させて
いただき、この状況を分区内の皆さまの愛の手で救ってあげましょう。
　皆さまの例会でご報告があったと思いますが、来月当クラブは 50 周年をやらせていただきます。8 名
で何をやるんだ、と私も思いますが、50 周年でございますのでやらせていただこうと思っております。
　そのような訳ですので、我がクラブが無くならないように、このまま９クラブでいられるよう、皆さま
の温かい愛情とご支援をもちまして、当クラブの増強が出来ますように、次年度はぜひお願い申し上げる
次第でございます。どうもありがとうございます。

報告４．  成田空港南ロータリークラブ　次期会長　古西弘和　様
　皆さんこんにちは、成田空港南ロータリークラブ古西でございます。旧横
芝ロータリークラブでございます。なぜこのようなことを申し上げるかと言
いますと、皆様のお手元のプログラムにはバナーが横芝ロータリークラブの
ままになっております。これには私も気が付かなかったのですが、先輩が普
段小さいものは見えないのに、なぜか気が付いてしまうということで、東金
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ロータリークラブには新しいバナーがございますので、後ほど当クラブがお持ちしたいと思っております。
　それでは、現況報告でございます。当クラブは例会等に関して常時 80％以上の出席率を維持しており、
活動におきましては会員の皆さんが一生懸命に頑張っていただいております。今年度既に終了した事業と
いたしまして、先月蓮沼公園に桜の植樹を行いました。これは去年も行いましたが、一昨年東日本大震災
では蓮沼も被害を受けました。その時桜が枯れてしまいまして、去年に引き続き今年も植樹を行いました。
もう一つ先月も横芝光町でおこなわれた鮭の里親事業に当クラブも 4 年前より協力しております。今年
度も近隣の福祉施設に大きな水槽を一つ寄付いたしまして、職員や入居者の方々に鮭の稚魚の面倒を見て
いただいているところです。あと 1 か月程で栗山川に放流することになっております。
　その他、当クラブでは新世代に関するところでは、地元剣道大会、小学生ミニバスケットボール大会へ
の協力、金毘羅神社書道展への協力等いろいろ頑張っております。その中で、広報活動にも力も入れ、活
動の際は当クラブのホームページに掲載したり、もしくは新聞等に掲載していただいたりしながら活動し
ております。それがいずれ会員増強に繋がれば、本当に素晴らしいなと考えております。
　しかしながら最近の社会経済では会員増強は厳しく、ここ数年当クラブも数年前は 50 名弱だった会員
も現在 38 名になっております。今は増強よりも退会防止に力を入れて頑張っております。今年の会長も
親睦を第一にして、いかに現会員を辞めないで持続させるかについて一生懸命であることを切に感じてお
ります。当クラブの現状報告といたしましては、このようなところかと思っております。
　最後に、このままいきますと次年度私に会長をやらせていただけるのかなと思っておりますが、今年の
活動を維持しながら継続し、去年の IM テーマであった「魅力あるロータリークラブ」を実現出来るよう
に頑張って参りたいと思います。皆さん、ご清聴ありがとうございました。

報告５．　　　　　　　　　　　　　　茂原東ロータリークラブ　次期会長　中村哲男　様
　皆さんこんにちは、茂原東ロータリークラブ中村と申します。私はロータリー
クラブに入会いたしまして 9 年目になりますが、まだまだロータリークラブ
のことは分からないことばかりですので、残り半年間猛ダッシュで勉強して参
りますので、皆さまどうぞよろしくお願いいたします。それではクラブの現状
報告をさせていただきます。
　当茂原東ロータリークラブは、創立 39 年を迎えるクラブでございますが、
今問題点は皆さま同様会員の減少問題でございます。1977 年 29 名でスター
トいたしまして、その後 18 年間は順調に会員が増えまして 1995 年 65 名まで増えましたが、その後
減少いたしまして現在 22 名でございます。最大数の３分の１で、私が入会した９年前には 40 名近いメ
ンバーがおりましたので、ここ 10 年くらいで半分近くになってしまいました。
　そうなりますと予算が大変ですね。皆様も大変だと思いますが、奉仕活動どころではございません。今
クラブ運営も危ぶまれるような状態です。こうなりますとクラブも元気が無くなったような気がいたしま
す。退会の原因には健康面も経済面もございますが、この奉仕活動が思うように出来ないこと、これも減
少原因の一つだと思っております。
　そこで今、当クラブはこの状態を打破しようと話し合いを行っております。やはり奉仕活動を積極的に
やっていかないといけない。昨年のクラブフォーラムで、どのような活動がしたいのかをクラブの皆に聞
きましたら、色々な意見が多数出てきましたが、やはり当クラブは奉仕活動をやっていきたいんだなとい
うことが充分に分かりました。そこで現在、具体的には決まっておりませんが、地域のためになり、クラ
ブの多数が参加できる事業を企画しております。予算については後で考えます。
　そのような事での活動をすることによって、クラブ内も元気になりますし、地域でのロータリーの知名
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度も上がり会員数も増えるのではないかと思っております。活動を通じて分区の皆様にはいろいろと相談
することもあると思いますが、その節はよろしくお願いをしたいと思います。私の報告は以上でございま
す。どうもありがとうございました。

報告６．　　　　　　　　　　　　　茂原中央ロータリークラブ　次期会長　山口勝治　様
　山口でございます。私は中央ロータリークラブに 2002 年に会社を定年退職
いたしましてから入会させていただきました。会社は当時の千葉プリンスでご
ざいましたが、ここにいる皆さまに大変お世話になったことを覚えております。
　私の生れは東京の荒川ですが、生まれてすぐに大多喜の平沢に父親が引っ越
して渡辺さんの家の近所に住んでおりまして、学校までは約８～９㎞の距離を
通いまして、自慢は一回も宿題をやったことがないことです。他には女の子に
一度も手を握られたことが無いことも自慢ですね。まったくいつも頓珍漢な話
ばかりしておりまして、ロータリークラブに入れてもらい大変勉強になっております。今は、茂原で息子
の修理工場が繁盛するように中古車センターをやっております。自分に優しく、他人に厳しく頑張ってお
ります。私は大多喜で水害に見舞われ２階で膝までも浸水したことがございます。時の総理大臣も来てく
れてお会いしましたが、苦労の連続でした。
　しかし、ロータリークラブの皆さま方にいろいろな勉強をさせていただきまして、まず自分を教育する
ことが自分の仕事だと思っています。そして社会奉仕、会員を増やす等を努力して、どんどん減り続ける
ロータリークラブも、これからの日本経済と同じくどんどん伸び続けていくと思いますので、皆さま希望
を持って頑張っていただきたいと思います。茂原中央ロータリークラブも一宮学園等の子供たちを誘って
楽しい活動をしております。その中で自分を磨くということで頑張っていきたいと思います。
　私が日産におりました頃に、大多喜から松戸営業所まで半年間通いました。利根川の土手で夕陽を見て
いたところ、時の総理大臣の碑が建っており、千葉県の総理大臣は誰なのかと見ていましたら鈴木貫太郎
さんでした。それから総理大臣を目指して、会社に着くと玄関とトイレは私が掃除をしました。とうとう
総理大臣にはなれませんでしたが、冗談専門の社員で定年を迎えまして、何とか今は楽しく仕事をしてお
ります。ありがとうございました。

報告７．　　　　　　　　　　　　　　　大網ロータリークラブ　次期会長　板倉孝雄　様
　皆さんこんにちは、大網ロータリークラブの板倉でございます。よろしくお
願いいたします。この IM に際しまして東金ロータリークラブの皆さまに、こ
のような会場あるいはお時間をいただきまして、ありがとうございます。
　私たちのクラブは 2000 年 1 月に創立総会を開きました。当時茂原ロー
タリークラブの支援なくしては出来ておりません。深く感謝申し上げます。
2000 年 4 月に認証されたわけですが、その頃は現在よりも多く 36 名おり
ました。現在は 30 名になりました。少しずつ減っておりますが、大網ロータ
リークラブは少しずつ進歩していきたいと思っております。
　大網ロータリークラブは大網白里市にございまして、大網は今、町から市になりました。その開市式の
中での言葉があります。金坂市長が「継往開来（けいおうかいらい）」と言いました。継往開来という言
葉はなかなかないのですが、週報の中に先輩たちの事業を引き継ぎ、あるいは先人たちの事業を引き継ぎ、
未来を切り開くことだとありました。
　私たち大網ロータリークラブも、継往開来という言葉を持ちまして、先輩たちの事業を引き継ぎながら、
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将来を切り開いていこうと思います。また先輩たちの言葉の中に、大網ロータリークラブは楽しくなけれ
ばロータリークラブじゃない、と言われております。大網ロータリークラブは楽しいクラブだと私は思っ
ており、その中でいろいろ行っております。
　社会奉仕では、昨年産業文化祭を行いました。産業文化祭ではバザーを行うのですが、全会員が一致し
すごい勢いで活動してくれました。収益は今までの中で一番でした。こんなことの出来るクラブを誇りに
思いました。
　その他にも米山奨学生がいます。現在 13 年間いるわけですが、大網ロータリークラブの中で 5 人程
受入れました。今、外国の方もいらっしゃいと言っております。月１回外国語講座を開いており、留学生
と共に仲良くやっております。また昨年はアメリカのハワイから青少年交換留学生が見えました。ロータ
リークラブでなければこんな思い出が出来ないというほど、旅行など楽しい思い出がたくさんあります。
　私はロータリークラブとはすごいものだと思っております。また我々のロータリークラブは、国際ロー
タリーの支援として、ネパール国に米山学友会の方がいらっしゃいますが、その方に毎年支援金として援
助しており、報告も受けております。
　この大網ロータリークラブはまだ 13 年。小学生か中学生だと思いますが、これからも、少しずつでも
いいから進歩して行く、私はそのように思っております。これからも皆さんのご協力、ご支援が無ければ
成長して行けないと思っております。これからも大網ロータリークラブを興味深く見守って、温かいご支
援あるいはご鞭撻をいただければ幸いに存じます。これからもよろしくお願いいたします。

報告８．　　　　　　　　　　　　東金ビューロータリークラブ　次期会長　嘉瀬尚男　様
　東金ビューロータリークラブの現況報告をさせていただきます。嘉瀬尚男で
す。よろしくお願いいたします。当クラブは東金ロータリークラブをスポンサー
にして 2000 年１月に設立されました。設立時の会員数は 34 名、平均年齢
42 歳で始まり、今年で 13 年経ったところでございます。ちょうど先週、ス
ポンサークラブである東金ロータリークラブの皆さま方にお出でいただき創立
記念例会を開催したところでございます。
　会員状況につきましては、現在 26 名（内女性会員２名）。設立時からのチャー
ターメンバーは16名で、当時の半分以下になっております。現会員は29歳～68歳までおります。20代・
30 代各 1 名、40 代 3 名、他 21 名 50 歳以上で、平均年齢 54.6 歳です。
　会員数の推移を見ますと 34 名でスタートし、５周年時は 30 名、10 周年時は 27 名、現在 26 名で
ありますので、10 周年ではほぼ 30 名程度、それ以後は 27 名で推移している状況であります。
　会員増強には毎年重点施策として取り組んでおりますが、なかなか思うようには進んでおりません。せっ
かく新規入会者があっても、逆に退会者が出てしまうので会員増強には繋がっていないのが現状でござい
ます。この間の例会の出席者ですが、初期は若いクラブということで、第一線で働く者が多く出席率を上
げることが難しかったと思います。設立当初は 55％～ 60％で推移していました。その後 10 周年には
75％～ 80％になっていたのですが、最近ではまた 50％～ 60％前後になってきてしまっております。
出席人数におきましても、ほぼ 20 人以上が続いていたのですが、最近では 15 名以下の時も多く、大変
寂しい限りでございます。当クラブの出席率は第 6 分区の中においても、また第 2790 地区の中におい
てもかなり低い方になっております。対応を急がないといけないと思っております。また今後は出席率の
良くない会員へのフォロー、退会防止について目を向けなければならないと感じております。
　次に活動状況でございますが、例会は第一・第三木曜日が午後 7 時から、第二・第四木曜日が昼の 12
時からとなっております。会場はエストーレホテル内でおこなっております。夜・昼交互の開催につきま
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しても、会員が出席しやすいようにと対応を続けているところです。
　クラブ組織におきましては会長、幹事を中心に会長エレクトのもとに会員増強、ロータリー情報委員会
を持つほか、クラブ奉仕、職業奉仕、国際奉仕の四大奉仕委員会のもとにそれぞれ委員会を設けております。
会員数の少ない当クラブでは、各委員会での活動が難しく、四大奉仕委員会毎にまとまって活動すること
が、会の運営上望ましいということで、設立以来この形を取っているところでございます。途中で CLP
とか推進された時期もあったのですが、現在の組織スタイルを維持し活動しております。例会出席者が減
少するに伴いクラブの活気も段々と下がってきていると感じています。今一度会員同士の親睦を深め、欠
席会員へのフォローと出席率の向上に努めながら、新規の会員増強を図ることが課題になっております。
　以上大変雑駁な内容ですが、東金ビューロータリークラブの現状報告とさせていただきます。ありがと
うございました。

報告９．　　　　　　　　　　　　　　　　　東金ロータリークラブ　次期会長　岡本秀男
　皆さま初めまして、紹介いただいた次期会長候補の岡本です。本日のイン
ターシティー・ミーティングに各分区の方々、東金にようこそお出で下さい
ました。また、この時間をいただきまして、次年度についてのお話をさせて
いただけるとのことでございます。大変ありがとうございます。
　先程、茂原ロータリークラブの次期会長山内様からは、ロータリー経験
17 年とのお話がございましたが、私どもは皆さまのクラブと同じで会員減
少の傾向にありまして、現在の会員数が 23 名でございます。
　プログラム 7 ページの次年度役員の会長候補であります私岡本が 2008 年の入会で、まだ 5 年目でご
ざいます。右側に移りまして吹野幹事候補が 2010 年の入会でございます。各クラブを探しても会長が
経歴 5 年、また幹事が 2 年というコンビはおそらく少ないかと思います。
　逆に解せば、それだけ新しい物事も考えて進められるのではないかとプラスに考えております。前回ガ
バナー公式訪問の際、次年度会長候補・幹事候補として同席しておりましたが、ロータリーにはプロはい
らないのですよ、と得居ガバナーがおっしゃいました。先程の杉木リーダーのお話の中にもございました
が、こういったロータリーの行事に参加していることについての知識も薄かったのですが、得居ガバナー
のお言葉をいただいた際、私は私なりにプラスに考えさせていただき、経験は無くとも、ロータリー精神
に則り、先輩方のご指導をいただき、１年を過ごすのも１つの方法だというように理解をして、今回この
席に臨みました。それだけ東金ロータリークラブは危機的状況にありました。
　古川前会長の時から 3 年計画で会員増強、退会防止を充実させようと、古川前会長が研修委員長とい
う立場でご尽力いただき 2 名の入会があり、現鈴木会長の下では 3 名の入会がございましたが、残念な
がら事情により 3 名の方が退会され、現在は 23 名です。当然のごとく、お一人三役・四役となります
ので、私どもクラブ内でも役目が多くなります。全員現役の方ですので大変なご苦労をかけると思います。
　かつて東金ロータリークラブ員は 70 名～ 80 名いて、先輩方からは楽しかったと伺っております。
23 名では毎日毎日楽しいとはいきませんが、とにかく 5 年と 2 年の会長・幹事でございますので、今
までのロータリーと違った形で理事会なり例会を催し、帰りには何かプラスになるような会が年に１回で
もあれば、それだけでも良い方向に進むのではないかと思っております。以上、現況報告も踏まえてお話
をさせていただきますが、大変な状況で一年間お世話になりますので、よろしくお願い申し上げまして、
私の挨拶とさせていただきます。ありがとうございました。
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司会　秋葉芳秀（東金 RC)
　皆様大変お疲れさまでした。お陰様で大変早いスピードで進んで参りました。あとは閉会式ですが、こ
こで休憩をいたします。閉会式の開始を午後４時といたします。それではご休憩ください。(15:50）

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

第 3 部【閉会式】　16：00

司会　秋葉芳秀（東金 RC)
　長らくお待たせいたしました。ただいまから閉会式を行います。

直前ガバナー補佐へ感謝状贈呈
　小林信雄ガバナー補佐より茂原ロータリークラブの直前ガバナー
補佐寺田憲司様への感謝状ならびに記念楯を贈呈。

　感謝状
　国際ロータリー第 2790 地区第 6分区ガバナー補佐	寺田憲司様
あなたは、2011-2012 年度当地区のガバナー補佐として、国際ロー
タリーのテーマ「心の中を見つめよう　博愛を広げるために」の
精神を充分に理解され、その責務を全うし　地区の発展に寄与さ
れました。よって、ここに感謝の意を表します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2013 年 2 月 12 日　
　　　　　	　　　　2012-2013 年度国際ロータリー第 2790 地区
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ガバナー　　得居　仁　
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直前ガバナー補佐あいさつ　　　直前ガバナー補佐　茂原ロータリークラブ　寺田憲司　様
　ただいまは大変有難うございました。お礼を申し上げます。現ガバナーの得
居様から感謝状をいただきました。これも昨年、私を支えていただきました第
６分区内の会長・幹事様と会員の皆さま方のお支えで、無事に任務を果たすこ
とが出来ました。栄えあるこのインターシティー・ミーティングの中で、こう
して感謝状をいただけることは、皆さま方のお陰だと感謝申し上げます。大変
ありがとうございました。

次期ガバナー補佐紹介　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ガバナー補佐　小林信雄
　それでは第６分区次期ガバナー補佐をご紹介申し上げます。大原ロータリークラブ土屋利夫様。皆さん
ご存知の事と思いますが、土屋利夫様は地区の役員を長らくお努めになっております。この度晴れて次期
ガバナー補佐として第 6 分区ならびに第 2790 地区のためにご尽力いただくことになりました。どうぞ
よろしくお願いいたします。

次期ガバナー補佐あいさつ　　 　次期ガバナー補佐　大原ロータリークラブ　土屋利夫　様
　皆さん、ただいまご紹介をいただき、本年 7 月より第 6 分区ガバナー補
佐を仰せつかりました、大原ロータリークラブの土屋利夫でございます。さ
て、次年度のテーマはもう皆さまご承知のとおりロン・Ｄ・バートン RI 会
長エレクトより「ENGAGE　ROTARY　CHANGE LIVES」、訳しますと、

「ロータリーを実践し、みんなに豊かな人生を」と発表されました。関口ガ
バナーエレクトは地区運営の基本として「奉仕と親睦は、奉仕を車輪にたと
えたら、親睦はその強力な車軸になるものである」とお話しされ、「この認
識のもと、職業奉仕を中心に捉えた五大奉仕と親睦のバランスのとれた運営
を目指したい」このようにお話をされております。

　昨年開催されました地区大会におかれましても、このようなお話をごあいさつの中でされておりまして、
皆さまの記憶の中にあるものではないかと思っております。地区方針の詳細および分区活動につきまして
は、7 月 2 日東金ロータリークラブ様をスタートする予定のクラブ訪問におきまして、お話をさせてい
ただきたいと思っております。
　ぜひ皆様のご支援ご協力を賜り、2013 － 2014 年度のガバナー補佐としての役割をしっかりと果た
して参りたいと思っております。どうぞよろしくお願い申し上げます。

次期会長幹事の紹介　　　　　　　次期ガバナー補佐　大原ロータリークラブ　土屋利夫　様
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次期ホストクラブあいさつ　　　　　　　　

大原ロータリークラブ　　　　　　次期会長　浅野和雄　様
　次年度 IM は、私ども大原ロータリークラブでやらせていただきます。
大原と申しますと、大原漁港では伊勢海老が日本一で、蛸が美味しい
ところでございます。2 月は海老が禁漁でございまして、本当は皆さ
んに一匹ずつご馳走したいところですが、時期が悪いので蛸飯をご馳
走したいと思います。よろしくお願いいたします。

閉会のことば　　　　　　　　　　 　　実行委員長　並木孝治
　皆さま、長時間にわたり、ありがとうございました。以上をもちま
して国際ロータリー第 2790 地区第６分区インターシティー・ミー
ティングを終了させていただきます。ありがとうございました。

点　鐘　　　　　　　　　　    　　ガバナー補佐　小林信雄

司会進行　秋葉芳秀（東金）
　１６：３０から隣の展示ホールで懇親会を開催しますのでご移動く
ださい。

2013 ～ 2014 年度　第 6 分区会長幹事予定者

茂原 RC 次期会長・幹事　　　　東金 RC 次期会長・幹事　　　　大原 RC 次期会長・幹事
　山内みどり　　　田畑毅　　　　岡本秀男　　　　吹野友雄　　　浅野和夫　　　吉田正子

大多喜 RC 次期会長・幹事　　　成田空港南 RC 次期会長・幹事　茂原東 RC 次期会長・幹事
　森　秀夫　　　　諏訪武士　　　古西弘和　　　　秋葉講一　　　中村哲男　　　片岡　太　

茂原中央 RC 次期会長・幹事　　大網 RC 次期会長・幹事　　　　東金ビュー RC 次期会長・幹事
　山口勝治　　　　小沢恒夫　　　板倉孝雄　　　　高野祐二　　　嘉瀬尚男　　　堤　正広

次期ガバナー補佐
　土屋　利夫（大原）
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【懇親会】　16：30

開会のことば　　　　　　　　　　岡本秀男　東金 RC 次期会長
　皆さん、ようこそ、東金にお越しくださいました。ただいまより、第
2 部インターシティー・ミーティング懇親会を開宴いたします。よろし
くお願いいたします。

司会進行　吹野友雄（東金）
　本日、進行役を務めます、東金ＲＣ次年度幹事予定の吹野友雄です。
よろしくご指導のほどお願いいたします。それでは、小林信雄ガバナー
補佐よりご挨拶申し上げます。

ガバナー補佐あいさつ　　　　　　　   ガバナー補佐　小林信雄
　皆さん、本日は 2012-13 年度　第 6 分区ＩＭにご参加賜りまして
ありがとうございました。また、ＩＭリーダー杉木禧夫パストガバナー
の基調講演を拝聴して、レベルの高さに身の引き締まる思いがしました。
今日は、あいにく空模様もあやしくなってきましたが、これから時間の
許す限り、大いに親睦を深めていただき、明日への糧にしていただきた
いと思います。本日は、本当にありがとうございました。

乾　杯　　　　　　　次期ガバナー補佐　土屋利夫様（大原 RC)
　先ほどは、Ｉ M の中で各 9 クラブの次期会長の熱い思いと皆さまの
ご意見を拝聴させていただきました。次年度は大原ＲＣがホストとして、
更にもまして頑張ってゆきたいと思います。本日、ここにお集りの皆々
様方と、各ＲＣ並びに事業所のご隆盛、そして皆々様方のご健康を祈念
して乾杯したいと思います。皆さま、声高らかにご唱和ください。
　「乾杯」・・・ありがとうございました。

司会進行　吹野友雄
　土屋様ありがとうございました。それでは、時間の許す限りご歓談く
ださい。
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【アトラクション】　16:45

演奏曲目
１．　安里屋ゆんた
２．　鶴亀節
３．　かたみ節　　（結婚で身を固める唄）
４．　島唄
５．　鳩間節
６．　涙そうそう
７．　豊年音頭

唄と三線演奏
渡久山南葵さん　Hairi Tokuyama

城西国際大学大学院	今春卒業予定
沖縄県石垣島出身

　小学３年から三線 (さんしん )と八重山古典民謡を習い
始めた。中学２年からは、八重山民俗舞踊にも興味を持ち、
八重山商工高校入学後、郷土芸能部で全国高等学校総合文
化祭郷土芸能部門に出場した経験がある。
　大学進学を機に千葉へ来てからは、学業の傍ら、三線教
室で講師を務めている。今年、八重山古典音楽	安室流保
存会の三線教師免許を取得した。
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閉会のことば　17:25　　　　　　　　　　　　　  東金ロータリークラブ幹事　高橋邦夫
　本日は長時間にわたり、また、最後までおつきあいをいただき、誠にあ
りがとうございました。おかげさまで親睦も深まり、IM の意義も大いに達
せられたと思います。皆さまに深く感謝を申し上げます。
　以上をもちまして、2013 年度インターシティー・ミーティングの一切
を終了いたします。

おみやげ
参加記念品（蛍光ペンセット）
不織布マスク 50 枚入×２箱（城西国際大学看護学部様提供）
東金市観光ガイドブック
東千葉メディカルセンター資料
城西国際大学水田美術館資料

お見送り　　看板を次年度ホストクラブへ引継ぎ
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役職 氏名 職業分類
会長 鎗田　謙二 整形外科医
幹事 酒井　秀光 高等学校
次期会長 山内みどり 印刷
次期幹事 田畑　　毅 電気機器部品製造

木内　勝敏 電気器具販売
竹内　　達 皮膚科医
黒田　　實 美術品商
寺田　憲司 サービスステーション
西周　　満 化粧品販売
文倉　秀正 工作機械製造
安藤　矗勇 石油販売
杉木　禧夫 農業機械販売
横堀　喜六 食料品販売
三枝　　巌 土木工事
林　　正彦 社会福祉施設
宮田　　修 陸上貨物輸送
清水　俊雄 産婦人科医
宮崎　和雄 屋根工事
新沢　敏夫 割烹
市原　健二 薬品販売
本橋　和也 葬祭業
青柳　征三 フォトグラファー
足立　俊夫 旅館
鈴木　勇次 業務用食料品卸
正林　義博 建築
佐々木勝彦 化学装置建設
渡辺　　明 酒類販売
澤田めぐみ 貸衣裳業
鎌田　俊郎 オフセット印刷

役職 氏名 職業分類
寺田　善行 不動産賃貸
山田　則彰 ホテル
秋葉　幸男 不動産売買
保川　和弘 郵便事業
長谷川拓人 税理士
石塚　　修 測量設計
吉野　昭一 不動産賃貸
三好　政美 貨物自動車運送
佐藤　信二 新聞販売
岩瀬　和仁 接骨院
栗原　崇次 神社
渡部　　均 ガス供給
髙島太喜雄 旅客運送
三谷　　徹 信用組合
佐々木健司 建築設計
髙山　練正 土木技師
金坂　一郎 青果市場
最首　利光 税理士
土井　正彦 化学工業品製造
高橋　和伸 電気機器製造
木原　新二 商業銀行
渡邉　　宏 司法書士
長濱新太郎 天然ガス製造
鈴木　光洋 貯蓄銀行
佐藤　　修 化成品製造
中谷　佳樹 イベントホール
河野　健二 火災保険
佐藤　聖治 普通銀行
西村　國彦 弁護士

　2013　INTERCITY  MEETING

　 　 　 　 登 録 者 名 簿 　 （敬称略）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

茂原ロータリークラブ （58 名）
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役職 氏名 職業分類
会長 鶴岡　　章 食品製造
幹事 石田　隆志
次期会長 浅野　和夫 コンクリート製品販売
次期幹事 吉田　正子 ＩＴ全般

五十嵐勇一 葬祭業
石井　嘉春 建設工事業
植村　敏幸 損害保険
大矢惣一郎
木元　博史 病院経営
鈴木　重信 種苗販売
醍醐　眞亮 仏教
露崎　春夫 旅館
土屋　利夫 呉服販売
中村　一也 内科医
橋本　文江 着物着付
平野　一隆 土建業
矢島　吾郎 バス事業

役職 氏名 職業分類
会長 諏訪　武士 コンサルタント業
幹事 森　　秀夫 水道設備
次期会長 森　　秀夫 水道設備
次期幹事 諏訪　武士 コンサルタント業

林　　正克 旅　　　館
三浦　規雄 米　販　売
宍倉　一輔 雑貨販売
渡辺多美子 和　　　食
半場　新一 不動産管理
石坂　公二 葬　祭　業

役職 氏名 職業分類
会長 石田　喜一 セレモニーホール
幹事 渡辺　孝文 電気工事
次期会長 古西　弘和 レストラン
次期幹事 秋葉　講一 ホテル

小林　定雄 日本料理
青柳　　誠 不動産売買
安藤　卓造 印刷業
市原　豊彦 税理士
伊藤　迪彦 測量士
伊藤　元雄 家庭用家具販売
上原　広嗣 弁護士
内田　裕雄 林業
小川　佐内 ホテル
押尾　正康 神道
小野田行伸 食品加工業
川島　　宭 バス事業
倉石　昌治 人材派遣業
向後　雅生 米穀販売
河野　和夫 電子応用装置
越川　　忠 建築設計
越川　博光 木材販売
小杉　秀文 仏教
齋藤　逸朗 新聞販売
椎名鐐一郎 酒類販売
菅井　直秀 不動産情報
杉森　幹男 建物解体業
鈴木　恭一 コンクリート工事業
鈴木　匡哉 ＩＴ
高田　一行 コンサルタント
土屋　俊夫 保険代理店
冨　　一美 資源開発
行木　英夫 不動産管理
野島　暉通 税理士
花澤　昇一 食品製造業
藤原　　光 地方銀行
前川　成吉 製鉄原料商
森川　　忠 石油製品販売
渡辺　　晃 ｺﾝｸﾘｰﾄﾊﾟｲﾌﾟ製造販売

大原ロータリークラブ （17 名）

大多喜ロータリークラブ （ 8 名）

成田空港南ロータリークラブ （38 名）
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役職 氏名 職業分類
会長 中田伸太郎 土木設計
幹事 森川　一喜 消毒殺虫業
次期会長 中村　哲男 総合建築
次期幹事 片岡　　太 侵害保険

秋葉　吉秋 消耗雑貨卸売
麻生　正視 印　　刷
荒　　徹 建築資材卸
安藤　静男 ガソリンスタンド
石井　　弘 電話事業
今井　征二 眼　科　医
大矢　礼子 木　材　卸
木村　忠臣 自動車販売
河野　知宏 社会福祉施設
鈴木　信雄 内　科　医
関屋　　勉 商工会議所
千葉　正巳 税　理　士
根本内武夫 建築技師
福田　久代 パン製造・販売
丸嶌　孝明 清掃用具レンタル
美濃　修二 税　理　士
山田　義雄 歯　科　医
渡辺　武能 種類販売

役職 氏名 職業分類
会長 林　　久剛 コンピュータプログラミング
幹事 横堀喜一郎 食品卸売業
次期会長 山口   勝治 自動車整備
次期幹事 小沢　恒夫 建築工事業

荒井　賢二 ｻｯｼ・建築材料販売
今井   道之 給排水設備工事
岡　　　武 金属加工業
香山   次郎 遊技場
小林　宏子 総合商社
小路   　誠 印刷業
志田   延子 飲食業
進藤   義男 地質コンサルタント
田辺   文孝 家電販売業
中村　　勇 ブライダルアドバイザー
中村憲太郎 学習塾
森川　 孝行 精密加工製作
湯原   由雄 宗教家

役職 氏名 職業分類
会長 中村　泰明 自動車修理
幹事 髙山　義則 測量
次期会長 板倉　孝雄 税理士
次期幹事 高野　祐二 新聞販売

花澤　房義 コンビニエンスストア
花澤　正明 葬祭業
長谷川正行 居酒屋
林　　武德 観光施設
星野　 実 建築請負
石田　英世 損害保険
板倉　達夫 貸店舗業
加藤　洋三 管工事
倉持　安幸 ガス配管工事
望月　昭宏 観光
西岡　  毅 ファッションデザイナー
小倉　光夫 観光サービス
斉藤　敏夫 米穀肥料商
斉藤　幸男 石材販売
佐久間　猛 内科医
佐藤　廣子 介護サービス
清宮　建治 鉄骨建築
関谷　清一 解体業（自動車）
四之宮由己 運送
鈴木　文夫 泌尿器科医
高橋　政之 通所介護
矢部　慎一 木材販売
山岸　健一 鶏卵卸売
山﨑　元美　　不動産賃貸管理業
安原　晃一 整形外科医
吉原　久男 損害保険

茂原東ロータリークラブ （22 名）

茂原中央ロータリークラブ （17 名）

大網ロータリークラブ （30 名）
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役職 氏名 職業分類
会長 佐々木英人 コンピュータプログラミング
幹事 古川　浩敬 生命保険
次期会長 嘉瀬　尚男 金物販売
次期幹事 堤　　正広 歯科医

中村　忠雄 衣料小売
石橋　清孝 農業
小川　秀二 建築
高橋　敬彦 私立高等学校
前嶋　康夫 洋菓子
古谷　　準 建築材料卸売
本田　達雄 会計事務所
猪野　達雄 産業廃棄物処理
野嶋　正宏 木材卸売
安藤　泰健 ガソリンスタンド
望月　恵子 ホテル
関口　昌秀 タクシー業
川口　守彦 味噌製造
井村　日應 宗教
石塚　信寿 電話事業
風戸　洋一 写真業
荻野　明美 文化団体
野嶋　千秋 電気設備
山岡　利匡 仏教
宮原　政志 印刷業
柳原　純一 葬祭業
鶴岡　功史 料理店

役職 氏名 職業分類
会長 鈴木　康道 儀式場
幹事 高橋　邦夫 高等学校
次期会長 岡本　秀男 インテリア
次期幹事 吹野　友雄 商工会議所

大坪　成彬 ゴルフ場
菅原　　實 美術工芸
高山　友二 税理士
安藤　昇一 石油事業
秋葉　芳秀 税理士
安藤　正義 税理士
並木　孝治 保険代理業
長尾　邦俊 宗教
平間　陸生 介護施設
小林　信雄 大学
小久保良行 大学
古川　秀夫 運送業
小髙　　徹 自動車修理・販売
中村　隆則 物流業務
野口　雅子 建築業
高橋　　正 銀行
原島　和雄 不動産業
塚瀬　一夫 ビル管理
渡邉　直樹 造園業

東金ビューロータリークラブ （26 名） 東金ロータリークラブ （23 名）

2013 － 14 年度第 6分区ガバナー補佐　土屋　利夫	（大原ＲＣ）
　	 	 　　　　　　　　　　　　株式会社土屋呉服店　代表取締役	

ＲＣ 会員数
次期会長 次期幹事

　氏　名 年齢 入会年 　氏　名 年齢 入会年
茂原 58 山内みどり 63 1996 田畑　毅 44 2009
東金 23 岡本　秀男 65 2008 吹野　友雄 62 2010
大原 17 浅野　和夫 75 1979 吉田　正子 54 2008
大多喜 8 森　　秀夫 63 2002 諏訪　武士 39 1999
成田空港南 38 古西　弘和 49 2006 秋葉　講一 61 2008
茂原東 22 中村　哲男 50 2004 片岡　　太 48 2007
茂原中央 17 山口　勝治 70 2002 小沢　恒夫 49 2005
大網 30 板倉　孝雄 59 2000 高野　祐二 45 2000
東金ビュー 26 嘉瀬　尚男 52 2002 堤　　正広 60 2000
9 クラブ計 239

次年度分区役員一覧
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開　催　日 ガバナー リーダー ガバナー補佐 会　　場 ホストクラブ
1965 ( 昭和 40) 1.16 神守源一郎 佐久間長太郎 内田　収三（茂原） 茂原市内 茂原ＲＣ
1966 ( 昭和 41) 3.3 武田　恒徳 永沼　正久 野口　菊治（東金） 東金公民館 東金ＲＣ
1967 ( 昭和 42) 3.18 松方　三郎 湯浅　恭三 佐藤　　乾（大原） 県立大原高等学校 大原ＲＣ
1968 ( 昭和 43) 1.26 川名　正義 松方　三郎 岡田　正二（勝浦） 行川アイランド 勝浦ＲＣ
1969 ( 昭和 44) 10.27 森田　勝彦 川名　正義 林　　　薫（茂原） 茂原市公民館 茂原ＲＣ
1970 ( 昭和 45) 12.8 河野　秀夫 森田　勝彦 滝本　義雄（東金） 東金公民館 東金ＲＣ
1971 ( 昭和 46) 10.24 青山　幸高 川名　正義 丸島　鉄男（銚子） 銚子少年文化会館 銚子ＲＣ
1973 ( 昭和 48) 2.11 半田　利一 森田　勝彦 仲佐　禎雄（大原） 九十九里センター 東金ＲＣ
1974 ( 昭和 49) 2.7 藤代善次郎 半田　利一 小林　允彦（大多喜）茂原市本納公民館 茂原・八日市場
1975 ( 昭和 50) 2.9 野口長太郎 青山　幸高 早野・古川（東金） 銚子少年文化会館 銚子東ＲＣ
1976 ( 昭和 51) 4.14 岡野　正雄 野口　長太郎 松本　君雄（茂原） 大原中学校 大原・大多喜
1977 ( 昭和 52) 3.1 赤木　諫夫 森田　勝彦 中村　嘉昭（大原） 東金商工会館 東金ＲＣ
1978 ( 昭和 53) 3.17 岩城・岡野 森田　勝彦 青柳　金作（茂原） 茂原農協会館 茂原東ＲＣ
1979 ( 昭和 54) 4.1 鈴木　憲輔 赤木　諫夫 能勢　　潔（東金） 茂原市中央公民館 茂原ＲＣ
1980 ( 昭和 55) 2.7 斉藤　任 岡野　正雄 吉川　　仁（大原） 大多喜町中央公民館 大原ＲＣ
1981 ( 昭和 56) 2.17 平田　博永 岡野　正雄 古谷　直人（茂原東）東金商工会館 東金ＲＣ
1982 ( 昭和 57) 2.18 寺田　欣一 岡野　正雄 岡沢　　明（茂原） 笠森保養センター 茂原ＲＣ
1983 ( 昭和 58) 2.15 織戸　勝雄 斉藤　　任 並木保太郎（東金） 東金商工会館 東金ＲＣ
1984 ( 昭和 59) 2.18 小原　美紀 青山　幸高 百瀬　秋夫（大原） 大原町庁舎 大原ＲＣ
1985 ( 昭和 60) 2.19 茂木佐平治 青山　幸高 鶴岡　孝人（大多喜）大多喜町中央公民館 大多喜ＲＣ
1986 ( 昭和 61) 2.13 佐川　一元 茂木　佐平治 黒田　　実（茂原） 笠森保養センター 茂原ＲＣ
1987 ( 昭和 62) 2.25 黒田　　実 茂木　佐平治 竹内　忠徳（茂原東）茂原平安閣 茂原東ＲＣ
1988 ( 昭和 63) 2.9 斎藤　　博 小原　美紀 南部　　裕（東金） 東金文化会館 東金ＲＣ
1989 （平成元） 2.18 土屋　亮平 小原　美紀 大矢惣一郎（大原） 大原町庁舎 大原ＲＣ
1990 （平成２） 2.16 島　　和弘 斎藤　　博 林　　正克（大多喜）大多喜町中央公民館 大多喜ＲＣ
1991 （平成３） 2.15 平塚新兵衛 島　　和弘 和田為太郎（茂原） ライフピア茂原平安閣 茂原ＲＣ
1992 （平成４） 2.12 土屋　秀雄 土屋　亮平 牧野　　羊（茂原東）ライフピア茂原平安閣 茂原ＲＣ
1993 （平成５） 2.16 南部　　裕 平塚　新兵衛 小川幸三郎（東金） 東金文化会館 東金ＲＣ
1994 （平成６） 2.8 越部平八郎 土屋　秀雄 三浦　規雄（大多喜）夷隅町文化会館 大多喜ＲＣ
1995 （平成７） 2.17 大矢惣一郎 斎藤　博 今関　公夫（大原） そとぼう国民保養ｾﾝﾀｰ 大原ＲＣ
1996 （平成８） 2.15 石井亮太郎 土屋　亮平 渡辺　　晃（横芝） 横芝町文化会館 横芝ＲＣ
1997 （平成９） 2.13 長島　洋三 越部　平八郎 塚原　長俊（茂原） プラザヘイアン茂原 茂原ＲＣ
1998 ( 平成 10）2.18 平山　金吾 石井　亮太郎 中村　　豊（茂原東）プラザヘイアン茂原 茂原東ＲＣ
1999 ( 平成 11）2.9 渡邉　隆　 平山　金吾 高橋　美光（東金） 東金文化会館 東金ＲＣ
2000 ( 平成 12）2.8 北原　敬市 長島　洋三 露崎　春夫（大原） 大原町文化センター 大原ＲＣ
2001 ( 平成 13）2.6 秋元　秀夫 北原　敬市 星野滋雄 ( 茂原中央 ) ユートピア笠森 茂原中央ＲＣ
2002 ( 平成 14）2.19 鈴木　雅博 大矢　惣一郎 椎名鐐一郎（横芝） 横芝町文化会館 横芝ＲＣ
2003 ( 平成 15）2.6 森島　庸吉 秋元　秀夫 杉木　禱夫（茂原） プラザヘイアン茂原 茂原東ＲＣ
2004 ( 平成 16）2.17 増田　　豁 鈴木　雅博 金杉　雄幸（東金） 東金文化会館 東金ＲＣ
2005 ( 平成 17）2.17 杉木　禱夫 森島　庸吉 土屋　雅蔵（大原） そとぼう国民保養ｾﾝﾀｰ 大原ＲＣ
2006 ( 平成 18）2.14 山中　義忠 増田　　豁 宍倉　一輔（大多喜）大多喜城Ｃ．Ｃ 大多喜ＲＣ
2007 ( 平成 19）2.2 白鳥　政孝 山中　義忠 菅井　直秀（横芝） 横芝光町文化会館 横芝ＲＣ
2008 ( 平成 20）2.2 白鳥　政孝 白鳥　政孝 秋葉　吉秋（茂原東）プラザヘイアン茂原 茂原東ＲＣ
2009 ( 平成 21）2.24 﨑山　征雄 杉木　禱夫 進藤義男 ( 茂原中央 ) プラザヘイアン茂原 茂原中央ＲＣ
2010 ( 平成 22）2.17 中村　博亘 杉木　禱夫 四之宮由己 ( 大網 ) サンライズ九十九里 大網 RC
2011 ( 平成 23）2.15 織田　吉郎 杉木　禱夫 小川秀二 ( 東金ﾋﾞｭｰ ) 東金文化会館 東金ビュー RC
2012 ( 平成 24）2.16 山田　修平 山田　修平 寺田憲司 ( 茂原 ) プラザヘイアン茂原 茂原 RC
2013 ( 平成 25）2.12 得居　　仁 杉木　禱夫 小林信雄 ( 東金 ) 東金文化会館 東金ＲＣ

第 6分区ＩＭ（インターシティ・ミーティング）の記録
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東金ロータリークラブ　ＩＭ実行委員会

　役　割 　氏　名
主　催　者 小林　信雄（ガバナー補佐）
実行委員長 並木　孝治（ガバナー補佐幹事）
総　　　務 鈴木　康道（会長）、　高橋邦夫（幹事）、吹野友雄（S.A.A）
司　　　会 秋葉　芳秀　　野口　雅子
受　　　付　 吹野　友雄　　中村　隆則　　長尾　邦俊　　安藤　正義　　高橋　　正

　　　　　　　古川　秀夫　　
　　　　　　　ユン・ハンナ（米山奨学生：城西国際大学大学院／韓国）

交　　　通 小髙　　徹　　原島　和雄　　渡邉　直樹　　塚瀬一夫
パーティー 小久保良行　　平間　陸生
接　　　待 岡本　秀男　　安藤　昇一　　高山友二　　　菅原　實　　大坪成彬
編　　　集 高橋　邦夫　　並木　孝治
写　　　真 風戸　洋一（東金ビューRC)
事　務　局 梅室　政司　　川戸　信彦　　鈴木　君江
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実行委員長挨拶　並木孝治（東金）
　第 2790 地区第 6 分区 2012 ～ 2013 年度インターシティー・ミーティングにお集まりくださいま
してありがとうございました。杉木パストガバナーには「誼（よしみ）での奉仕を」をテーマに基調講演
をいただきありがとうございました。また、各クラブの会長エレクトさんにはクラブの現況報告をいただ
き次年度に向けて抱負を発表ありがとうございました。また懇親会においてはアトラクションに城西国際
大学の渡久山南葵さんの三線演奏を聴いていただき、楽しめたかなと思います。
　本日のインターシティー・ミーティングが次年度の活力の素になることを希望いたしまして、IM 実行
委員長の挨拶とさせていただきます。第 6 分区の会員の皆さま、また関係各位の皆さま、本当にありがと
うございました。
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